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25日 、午後 2時から水洗小学校

(大坪正幸校長341人)で、5～ 6
年生の児童120人 が、田植えに取り

組んだ。同校では、 4年前から郷

上の時間 (―ゆとりの時間)を使
って庄山勝弘さんの所有田 7.5ア

ールを借り、田植えから収穫まで

の体験学習をしている。この日植

えたのはモチ米の苗で、収穫した

米は全校生でのモチつき会、さぎ

つちよ (左義長)行事などに活用
する。

カラ梅雨の好天の下で子ともた

ちはドロンコになって田植えに挑

戦していた。

■

こ

よ

み

■

１
日
　
河
川
愛
護
月
間

５
日
　
農
業
委
員
会
　
□
民
生
委
員
会

６
日
　
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
総
会

と
時
局
講
演
会

９
日
　
山辰
政
区
長
会

Ｈ
日
　
ド
バ
ト
駆
除

（
２５
日
ま
で
）

‐６
日
　
農
政
区
長
会

２‐
日
　
小
中
学
校
夏
休
み
は
じ
ま
る

２４
日
　
鮎
ま
つ
り

２５
日
　
市
民
歩
け
歩
け
大
会

〔定
例
講
座

・
学
級
〕
み
の
り
の
大
学

（
‐５
日
）
、
保
健
福
祉
学
級

（
１９
日
）

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
定
例
講
座

・
学
級

は
五
ペ
ー
ジ
に
掲
載

〔相
談
〕
心
配
ご
と
相
談

・
交
通
事
故

相
談

（
１
、
８
、
１５
、
２２
、
２９
日
）
、

公
害
苦
情
相
談

。
消
費
生
活
相
談

・
人

権
法
律
相
談

・
行
政
相
談

（
２‐
日
）
、

老
人
健
康
相
談

（
２
、
７
、
９
、
‐４
、

‐６
、
２．
、
２３
、
２８
、
３０
日
）、
妊
婦
相
談

（
８
、
２２
日
）

今
月
の
税
　
固
定
資
産
税
　
　
第
２
期

国
民
健
康
保
険
税
第
１
期
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収入役になつた

６
月
定
例
市
議
会

国
保
税
１２
・８
％
引
き
あ
げ

収

入

役

に

長

瀬

　

尊

氏

は
十

一
月
上
旬
。

■
五
十
六
年
度

一
般
会
計
予
算
を
六
千

人
百
四
十
八
万
二
十
円
補
正
し
、
八
十

億
八
千
五
十
三
万
三
千
円
と
し
た
。

■
農
業
共
済
事
業
運
営
協
議
会
委
員
に

市
議
会
か
ら
角
勝
記
議
員
、
弥
吉
治

一

郎
議
員
、
貝
田
忠
敏
議
員
が
選
ば
れ
た

日
収
入
役
に
教
育
委
員
会
総
務
課
長
長

瀬
尊
氏
を
選
任
。

（七
月

一
日
発
令
）

こ
の
ほ
か
地
域
農
業
振
興
施
策
、
米

穀
政
策
に
つ
い
て
の
意
見
書
、
第
九
次

道
路
整
備
五
ヶ
年
計
画
策
定
に
つ
い
て

の
決
議
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
採
択
さ
れ
た
請
願
書
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

■
防
火
用
水
に
関
す
る
請
願
書

（請
願

人
下
川
愛
ノ
輔
さ
ん
）

■
道
路
舗
装
に
関
す
る
請
願
書

（請
願

人
古
後
吾

一
さ
ん
）

日
穂
発
芽
被
害
に
対
す
る
請
願
書

（近

藤
俊
勝
さ
ん
）

略
　
　
歴

大
正
十
四
年
四
月
十

一
日
生
ま

れ
、
満
五
十
七
歳
。
水
田
村
立
青

年
学
校
本
科
四
年
卒
、
昭
和
十
八

年
二
月
水
田
村
書
記
、
昭
和
四
十

二
年
か
ら
人
事
課
長
、
社
会
教
育

課
長
、
教
委
総
務
課
長
を
歴
任
。

中
尾
市
長
か
ら
田
中
市
長
に
か
わ
っ

て
、
は
じ
め
て
の
議
会

「六
月
定
例
市

議
会
」
は
六
月
十
八
日
か
ら
二
十
五
日

ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
ん
ど
の
議
会
は
、
国
民
健
康
保
険

税
十
二

・
八
％
の
引
き
あ
げ
、
昭
和
五

十
七
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
案
、
市

収
入
役
選
任
案
な
ど
十
五
議
案
と
意
見

書
、
決
議
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
国
民

健
康
保
険
税
の
上
げ
幅
を
六
％
に
抑
え

る
修
正
案

（否
決
）
が
出
る
な
ど
し
ま

し
た
が
全
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

こ
ん
ど
の
議
会
で
議
決
さ
れ
た
お
も

な
議
案
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

■
五
十
七
年
度

一
般
会
計
予
算
を
千
九

百
十
五
万
三
千
円
補
正
し
、
八
十
六
億

五
千
二
百
十
五
万
三
千
円
と
し
た
。

こ
Ｑ
廻
止
は
県
支
出
金
、
市
債
の
歳

入
増
に
と
も
な
い
道
路
改
良
事
業
な
ど

に
要
す
る
歳
出
予
算
を
計
上
し
た
も
の

日
五
十
七
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算
を
二
億
五
千
五
百
五
万
四
千
円

補
正
し
、
二
十

一
億
七
百
十
四
万
九
千

円
と
し
た
。

こ
の
補
正
に
よ
っ
て
、
国
民
健
康
保

険
税
の
引
き
上
げ
は
、
昨
年
の
十
八
％

に
続
き
、
十
二

・
八
％
の
大
幅
増
額
と

な
っ
た
。
現
在
市
内
の
加
入
者
は
五
千

五
百
二
十
八
世
帯
、　
一
万
六
千
八
百
八

十
二
人
で
、
こ
の
引
き
上
げ
で
加
入
者

一
人
あ
た
り
の
税
額
は
現
行
の
四
万
八

百
五
十
九
円

（年
間
）
か
ら
四
万
六
千

七
十
円
と
五
千
二
百
十
九
円
、
ま
た

一

世
帯
あ
た
り
平
均
十
四
万
三
千
円

（前

年
度
十
二
万
人
千
円
）
に
な
り
約

一
万

五
千
円
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担
増
と
な
る
。

こ
の
議
案
審
議
の
な
か
で
、
税
率
ア

ッ
プ
に
歯
止
め
を
か
け
る
行
政
対
策
ヘ

の
意
見
が
強
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

田
市
首
住
宅
の
管
理
条
例
の

一
部
を
法

の
改
正
に
と
も
な
い
改
正
し
た
。
改
正

の
お
も
な
内
容
は
入
居
基
準
の
所
得
制

限
額
五
万
五
千
円
を
八
万
七
千
円

（第

一
種
）
九
万
五
千
円
を
十
四
万

一
千
円

（第
二
種
）
に
改
め
た
な
ど

■
法
の
改
正
で
非
常
勤
消
防
団
員
の
退

職
報
償
金
の
額
を
勤
務
年
数
別
な
ど
で

五
千
円
か
ら
五
万
円
ま
で
増
額
し
た

■
水
道
事
業
の
設
置
に
関
す
る
条
例
を

改
正
し
給
水
人
口
、　
一
日
最
大
給
水
量

を
減
少
す
る
こ
と
に
し
た
。

■
水
稲
、
麦
無
事
戻
し
金
を
決
め
た
。

交
付
対
象
年
度
は
水
稲
が
五
十
四
年

度
か
ら
五
十
六
年
度
ま
で
引
き
受
け
た

も
の
で
、
麦
は
五
十
三
年
度
か
ら
五
十

五
年
度
ま
で
に
引
き
受
け
た
も
の
。

交
付
時
期
は
水
稲
が
九
月
上
旬
、
麦

長瀬 尊氏

月lJ

回
に
も
ふ
れ
ま
し
た
よ
う
に

同
対
審
答
申
は
、
そ
の
結
語

で
、
同
和
行
政
の
方
向
と
し
て

「同

和
問
題
の
根
本
的
解
決
に
あ
た
っ
て

は
、
以
上
に
の
べ
た
認
識
に
立
脚
し

そ
の
具
体
策
を
強
力
か
つ
、
す
み
や

か
に
実
施
に
移
す
こ
と
が
国
の
責
務

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
国
の
政
治
的

課
題
と
し
て
の
同
和
対
策
を
政
策
の

な
か
に
明
確
に
位
置
づ
け
る
と
と
も

に
、
同
和
対
策
と
し
て
の
行
政
施
策

の
目
標
を
正
し
く
方
向
づ

け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

」
と
の
べ
て
お
り
、
国
や

地
方
公
共
団
体
が
実
施
す

る
諸
施
策
に
対
し
て
、
制

度
的
保
障
が
与
え
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
従
来
同
利
地
区

に
つ
い
て
の
対
策
が
、　
一

般
行
政
施
策
の
枠
外
に
お

か
れ
て
い
た
状
態
を

一
新

し
、
改
め
る
た
め
に
、
は

っ
き
り
し
た
同
和
対
策
の
目
標
を
掲

げ
て
、
関
係
諸
制
度
の
運
用
上
の
配

慮
と
特
別
の
措
置
を
規
定
す
る
立
法

「特
別
措
置
法
」
を
制
定
す
る
こ
と

を
提
言
し
た
の
で
す
。

こ
の
同
対
審
答
申
は
、
昭
和
四
十

年
八
月
十

一
日
、
同
和
対
策
審
議
会

（本
村
忠
二
郎
会
長
）
か
ら
、
と
き

の
佐
藤
栄
作
内
閣
総
理
大
臣
あ
て
に

答
申
さ
れ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
同
対
審
答

申
を
う
け
た
政
府
は
、
同
和
行
政
推

進
の
た
め
の
諸
施
策
を
進
め
る
取
り

組
み
に
は
、
き
わ
め
て
消
極
的
だ

っ

た
よ
う
で
す
。

こ
の
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
あ
げ
ま

す
と
昭
和
四
十
年
に
内
閣
に
設
置
さ

れ
た
同
和
問
題
閣
僚
協
議
会
は
佐
藤

内
閣
が
退
陣
す
る
直
前
の
昭
和
四
十

七
年
の
六
月
ま
で

一
度
も
開
催
さ
れ

て
い
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
政
府
の
姿
勢
に
対
し

部
落
解
放
同
盟
で
は
、
答

申
完
全
実
施
の
た
め
に
、

そ
の
具
体
化
の
第

一
歩
と

な
る
特
別
措
置
法
制
定
の

問
い
を
運
動
の
ひ
と
つ
の

重
点
項
目
と
し
て
強
力
な

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

昭
和
四
十
二
年
に
は
同

盟
独
自
の

「特
別
措
置
法

草
案
」
を
発
表
し
て
世
論

に
訴
え
、
政
府
と
国
会
に

対
す
る
要
請
と
請
願
行
動

を
く
り
か
え
し
ま
し
た
。

そ
し
て
政
府
は
、
つ
い
に
昭
和
四

十
四
年
四
月
に
特
別
措
置
法
を
国
会

に
提
出
し
、
同
年
六
月
の
国
会
で
可

決
さ
れ
る
に
い
た
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
同
年
七
月
、
政
府
は
同
和

対
策
長
期
計
画
を
閣
議
了
解
事
項
と

す
る
と
と
も
に
、
十
ヵ
年
の
長
期
計

画
を
実
施
す
る
た
め
の

「同
和
対
策

事
業
特
別
措
置
法
」
を
時
限
立
法
と

し
て
公
布
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で

す
。

部落差別をなくそう①

戦後 の解放運動

同対審答申と特別措置法

(2)
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ご
利
用
く
だ
さ

い

巡
回
入
浴
サ
ー
ビ

ス
カ
ー

６
月

１
日
か
ら

ス
タ

ー
ト

土
木
課
土
木
係
長

■
係
長
職
＝
福
祉
事
務
所
福
祉
係
長
田

中
幸
夫

（人
事
課
秘
書
係
長
）
、
都
市

対
策
課
環
境
係
長
中
尾
泰
弘

（人
事
課

人
事
係
長
）
、
人
事
課
人
事
係
長
牟
田

口
和
良

（総
務
課
財
政
係
長
）
、
税
務

課
固
定
資
産
税
係
長
中
島
広
行

（衛
生

課
環
境
公
害
係
長
）
、
衛
生
課
環
境
公

害
係
長
樋
口
義
信

（土
木
課
失
対
事
業

係
長
）
、
土
木
課
失
対
事
業
係
長
大
薮

勝

（都
市
対
策
誅
環
境
係
長
）
、
企
画

課
企
画
係
主
査
兼
企
画
課
長
心
得
田
中

和
馬

（福
祉
事
務
所
福
祉
係
長
）
、
人

事
課
秘
書
係
長
緒
方
正
典

（企
画
課
企

画
係
主
査
）
、
総
務
課
財
政
係
長
江
崎

重
春

（税
務
課
固
定
資
産
税
係
長
）
、

日
係
長
昇
格
＝
土
木
課
土
木
係
長
本
田

勲
衛

（土
木
課
土
木
係
）

■
耳
鼻
咽
喉
科
医
長
＝
栗
田
茂
二
朗

市
立
病
院
の
医
療
機
器

を
整
備
し
ま
し
た

市
立
病
院
で
は
、
昭
和
五
六
年
度
国

民
年
金
債
立
金
の
還
元
融
資
を
受
け
て

つ
ぎ
の
よ
う
な
医
療
機
械
器
具
を
整
備

し
ま
し
た
。

新
し
く
整
備
し
た
機
械
器
具

①
胆
道
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
、
②
コ

ン
デ
ン
サ
式
Ｘ
線
装
置
、
③
極
超
短
波

治
療
器
、
④
全
自
動
炎
光
光
度
計
、
⑤

カ
ー
デ
イ
オ
テ
ー
プ
シ
ス
テ
ム
、
⑥
白

動
分
割
分
包
機
、
⑦
多
本
架
遠
心
機
、

③
吸
引
娩
出
器
、
⑨
自
動
電
気
泳
動
装

置
、
⑩
間
歌
牽
引
治
療
機
、
①
乳
児
用

計
量
器
、
②
病
棟
用
ナ
ー
ス
コ
ー
ル

「
さ
っ
ば
り
し
て
、
気
持
が
よ
か
ば

い
」
と
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
に
喜
ば

れ
て
い
る
巡
回
入
浴
サ
ー
ビ
ス
が
六
月

一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
巡
回
入
浴
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
社

会
福
祉
協
議
会

（水
町

一
夫
会
長
）
が

寝
た
き
り
老
人
や
重
度
障
害
者
の
人
た

ち
に
在
宅
入
浴
と
施
設
入
浴
の
二
本
立

て
で
入
浴
し
て
も
ら
う
も
の
で
、
県
共

同
募
金
会
か
ら
の
配
分
金
な
ど
約
百
九

十
万
円
で
ワ
ゴ
ン
車
、
移
動
浴
槽
、
湯

わ
か
し
器
な
ど
を
購
入
。
鶴
田
区
に
あ

る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
芳
樹
園

（黒

岩
世
紀
園
長
）
の
協
力
で
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
も
の
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
カ
ー
は

「
さ
わ
や
か
号
」

と
名
付
け
ら
れ
、
毎
週
火
曜
、
金
曜
の

二
回
、
希
望
者
宅
を
巡
回
し
、
入
浴
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

一
回
の
入
浴
料
は
原
則
と
し
て
五
百

円
。
利
用
希
望
者
は
近
く
の
民
生
委
員

を
つ
う
じ
て
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

▽

人

事

異

動

△

市
で
は
七
月

一
日
付
で
、
つ
ぎ
の
と

お
り
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

係
長
以
上
を
掲
載
。
カ
ッ
コ
内
は
も

と
の
職
名
で
す
。

■
課
長
職
＝
都
市
対
策
課
長
古
賀
守

（

土
木
課
長
）
、
教
育
委
員
会
総
務
課
長

森
田
基
之

（都
市
対
策
課
長
）
、
企
画

課
付
課
長
相
当
職
井
本
凱
曹

（企
画
課

長
）
■
課
長
昇
格
＝
土
木
課
長
森
田
文
夫

（

水田コミセンに幼児プール

水田のコミュニティセンターに幼児

用プールが19日 、完成しました。

プールは旧水田中のプールを改造し

たもので、25メ ートルプールを半分に

仕切って幼児用、成人用プールをつく

りました。一般使用は7月 4日 から月

曜日以外は毎日利用できます。使用料

は無料。くわしくは社会教育課へ。

虫、

この欄は官公庁や市内の公

社工場 からのお知 らせです

テ
レ
ホ
ン
相
談
室

八
女
電
話
相
談
室
で
は
、
心
の
悩

み
や
不
安
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に

毎
週
土
躍
日
の
年
後

一
時
か
ら
四
時

ま
で
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。
医
療
相
談
、
福

祉
相
談
、
教
育
相
談
、
家
庭
相
談
、

育
児
相
談
な
ど
何
で
も
結
構
で
す
。

■
八
女
電
話
相
談
室

（八
女
医
師
会

館
内
電
話
Ｓ
舌
三
④
吾
Ξ
番
）
ヘ

筑
後
郵
便
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

郵
政
省
で
は
、
六
月

一
日
か
ら
①

遠
距
離
地
へ
の
速
達
小
包
郵
便
物
を

航
空
機
輸
送
で
早
く
る
届
け
す
る
②

小
包
郵
便
物
に
手
紙
を
添
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
郵
便
局
に
お
た
ず
ね

く

だ

さ

い
。

覚
せ
い
剤
を

追
放
し
よ
う

恐
ろ
し
い
白
い
粉
、

「覚
せ
い
剤

」
が

一
般
市
民
、
と
り
わ
け
青
少
年

層
や
主
婦
層
の
間
に
ま
で
広
が

っ
て

い
ま
す
。
ま
た
覚
せ
い
剤
の
影
糾
で

の
凶
悪
な
犯
罪
や
悲
惨
な
事
故
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

覚
せ
い
剤
は
、
個
人
だ
け
で
な
く

社
会
全
体
に
も
計
り
知
れ
な
い
害
悪

を
も
た
ら
し
ま
す
。
覚
せ
い
剤
を
み

た
り
、
話
を
聞
い
た
り
し
た
ら
す
ぐ

に
警
察

へ
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

電
気
の
安
全
な

取
り
扱
い
と
使

い
方

家
じ
ゅ
う
の
電
気
が
消
え
た
ら
、

ア
ン
ペ
ア
リ
ミ
ッ
タ
ー
を
み
て
く
だ

さ
い
。
リ
ミ
ッ
タ
ー
が
切
れ
て
い
た

ら
ツ
マ
ミ
を

「
入
」
に
し
ま
す
。

そ
れ
で
も
点
灯
し
な
い
と
き
は
漏

電
し
ゃ
断
器
を
調
べ
て

「
人
」
に
し

ま
す
。
そ
れ
で
も
切
れ
る
場
合
は
、

洗
た
く
機
、
ク
ー
ラ
な
ど
の
コ
ー
ド

を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
い
て
、
ス
イ

ッ
チ
を
入
れ
て
み
ま
す
。
ど
う
し
て

も
通
電
し
な
い
と
き
は
、
近
く
の
九

電
営
業
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

児
童
生
徒
相
談
室
の

ご
あ
ん
な
い

県
教
育
庁
で
は
、
子
ど
も
の
問
題

解
決
の
た
め
の
相
談
を
う
け
て
い
ま

す
。
相
談
に
は
専
門
の
相
談
員
が
あ

た
り
ま
す
。

〔場
所
〕
県
教
育
庁
八
女
出
張
所
内

矢

女
市
総
∧
犀

仝
電

話

男
雪

一
　

９

③

三

五

一
番
）
　

　

　

　

　

く

〔時
間
〕
平
日
＝
午
前
九
時
～
午
後

五
時
、
土
曜
＝
十
二
時
二
十
分
ま
で
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駅前地区が防3巳モデル地区に 2時景を鏡

労婦人センターで羽犬塚駅前防犯モデル地

区の結成式と推進大会が開かれた 〔写真0〕

このモデル地区の指定は市の防犯協会が

一定地域を指定し、盗犯防止、少年非行の

防止、暴力、覚せい剤の追放、金融機関対

象犯罪の防止など地区ぐるみで推進するも

ので、停車場、和泉東、藤島など駅前地区

8行政区が対象地区。結成式では推進協議

会会長に江崎実氏などの役員を選任したあ

と防犯のための事業計画を審議した。

熊 野 神 社 を 改 築
のう写ザ最

行事「鬼夜」で知られる熊野神社 (岡本珍

彦宮司)の社殿、楼門の改築起工式が24日

行われた 〔写真②〕

同神社は延暦年中 (約■50年前)の倉1建
といわれ、社殿、楼門とも約 2百年前に建

築されたもので、自アリ、雨漏りなど老朽

化したため同榊社改築奉讃会 (牛島巌会長)

の手で改築されるもの。来年3月完成予定

(4)

昭和57年 7月 1日 339号

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
を
忘
れ
な
い
で

六
月
は
国
民
年
金

一
期
分
の
納
付
月

で
し
た
。

国
民
年
金
は
私
た
ち
の
老
後
の
生
活

を
保
障
す
る
国
の
制
度
で
す
。
納
め
忘

れ
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

忘
れ
て
い
た
も
の
を
あ
と
で
い
っ
ペ

ん
に
納
め
よ
う
と
し
て
も
金
額
が
多
く

な
り
、
ま
た
あ
と
ま
わ
し
に
な

っ
て
、

つ
い
何
年
も
未
納
に
―
―
―
と
い
う
人

も
い
ま
す
。

年
金
保
険
料
の
納
付
月
は
、
三
ヵ
月

ご
と
で
す
が
、
毎
月
少
し
ず

つ
納
め
た

い
人
は
市
民
課
国
民
年
金
係
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

臨
時
職
員
を
募
集

看
護
婦

・
助
産
婦

人
事
課
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
市
立

病
院
の
看
護
婦

（準
）

・
助
産
婦
の
臨

時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種
と
募
集
人
員

助
産
婦
＝

一
名

看
護
婦
＝
者
干
名

（正
看
護
婦
又
は
準

看
護
婦
の
免
許
取
得
者
）

■
採
用
期
間

八
周
上
旬
か
ら
二
月
末
日
ま
で
の
間
で

そ
の
間
に
必
要
な
期
間

■
応
募
資
格

身
体
が
健
康
な
人
で
年
齢
は
問
い
ま
せ

ん
。
助
産
婦
に
つ
い
て
は
夜
問
勤
務
が

可
能
な
人

■
申
込
期
間

申
込
み
期
間
は
七
月
末
日
ま
で
。
応
募

者
が
募
集
人
員
を
満
た
し
た
場
合
は
そ

れ
以
前
に
締
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
先

市
役
所
人
事
課
（一一一‐
里
三
）
又
は
市
立
病

院
事
務
局

含
〒
宝

三
）
あ
て
に
履
歴
書

（写
真
貼
り
付
け
）
に
免
許
書
の
写
し

を
添
え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

選
考
に
つ
い
て
は
、
面
接
に
よ
っ
て

決
定
し
ま
す
。

一７
一月

あ

一衛

一生

一行

一事

一

乳
児
検
診
　
２０
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

今
月
の
対
象
は
五
十
七
年
二
月
生
ま

れ
の
お
子
さ
ん
で
す
。
検
診
、
指
導
、

体
重
測
定
な
ど
を
し
ま
す
。

ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
ぜ
き

ｏ
破
傷
風
予

防
接
種

（三
種
混
合
予
防
接
種
）

‐４
日
　
羽
犬
塚
、
松
原
、
西
牟
田
校
区

２８
日
　
格現
後
、
古
川
、
水
日
、
水
洗
、

下
妻
、
古
島
、
二
川
校
区

〔場
所
〕
保
健
セ
ン
タ
ー

〔対
象
児
〕
生
後
二
十
四
ヵ
月
か
ら
四

十
八
ヵ
月
未
満
、　
一
期
は
二
歳
に
な
っ

て
間
も
な
く
毎
月
続
け
て
三
回
う
け
る

三
期
は

一
期
が
終
っ
て

一
年
か
ら

一

年
半
の
間
に

一
回
う
け
る
。

こ
の
間
に
接
種
で
き
な
か
っ
た
お
子

さ
ん
は
、
七
十
二
ヵ
月
を
限
度
と
し
て

二
種
混
合

（ジ
フ
テ
リ
ア

・
破
傷
風
）

予
防
接
種
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
予
防
接
種
を
う
け
る
と
き
は
、
熱
を

は
か
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

■
接
種
や
検
診
を
う
け
る
と
き
は
、
母

子
手
帳
の
該
当
の

″間
診
票
″
に
必
ず

記
入
、
押
印
し
て
受
付
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
問
診
票
が
な
い
と
き
は
、

印
か
ん
を
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で
で
す
。

〔定
員
〕
五
十
人
。
定
員
に
な
り
次
第

し
め
切
り
ま
す
。

希
望
者
は
、
衛
生
課
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

今
月
は
河
川
愛
護
月
間

筑
後
市
で
は
、
五
月
に
多
く
の
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
下
排
水
路

や
農
業
用
水
路
な
ど
の
い
っ
せ
い
清
掃

を
し
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
流
れ
の
悪
か
っ
た
水

路
な
ど
も
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
が
、
今
月

一
日
か
ら
月
末
ま

で
、
全
国
的
に
河
川
愛
護
美
化
運
動
が

建
設
省
を
中
心
に
展
開
さ
れ
ま
す
の
で
、

河
川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

〓噺翌衛搾胸叫却靭̈
ド抑出↑〓

高
血
圧
教
室
を
開
催

衛
生
課
で
は
、
高
血
圧
で
悩
ん
で
い

る
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族
の
人
を
対
象

に
、
つ
ぎ
の
と
お
り
教
室
を
開
き
ま
す
。

〔日
時
〕
７
月
９
、
１６
、
２３
、
３０
、
８

月
６
日
の
五
日
間
、
時
間
は
９
日
、
１６

日
が
午
後

一
時
か
ら
四
時
ま
で
、
ほ
か
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7月は「同和」問題

啓発強調月間です

「点
字
入
門
講
座
」
の

受
講
生
を
募
集

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
視
覚
障
害

の
人
た
ち
の
問
題
を
理
解
し
、
点
字
に

興
味
を
も
た
れ
て
い
る
人
の
た
め
の

「

点
字
入
門
講
座
」
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開

き
ま
す
。

〔同
時
〕
七
月
十
三
日
か
ら
十
九
日
の

四
日
間
で
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で

（昼
食
は
主
催
者
で
準
備
）

〔会
場
〕
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

〔募
集
人
員
〕
二
十
人

〔受
講
料
〕
無
料

〔申
込
方
法
〕
市
社
会
福
祉
協
議
会

（

電
話
③
聖
〓
）
へ
直
接
電
話
か
、
ハ
ガ

キ
で
早
目
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

家
庭
介
護
法
講
習
会

受
講
生
を
募
集

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ね
た
き
り

老
人
な
ど
の
看
護
人
を
対
象
に
家
庭
介

護
法
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

〔日
時
〕
七
月
二
十
六
日
、
八
月
二
日

九
、
十
九
、
二
十
三
日
の
五
日
間
で
午

後

一
時
二
十
分
か
ら
三
時
二
十
分
ま
で

〔会
場
〕
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

〔受
講
資
格
〕
ね
た
き
り
の
老
人
や
病

弱
者
の
世
話
を
し
て
い
る
人

〔講
座
内
容
〕
①
老
人
介
護
の
心
が
ま

え
、
老
人
の
心
理
に
つ
い
て
、
②
・老
人

の
日
常
生
活
の
す
ご
し
方
に
つ
い
て
、

③
ね
た
き
り
老
人
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
実
習
、
④
栄
養
と
食
事
に
つ
い
て

⑤
老
人
の
福
祉
制
度
あ
れ
こ
れ

〔受
講
料
〕
無
料

〔申
込
方
法
〕
七
月
二
十
四
日
ま
で
に

電
話
か
ハ
ガ
キ
で
同
社
会
福
祉
協
議
会

（電
話
③
四

一
一
一
内
線
二
人
九
）
ヘ

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

県
警
察
官
の
採
用
試
験

県
警
本
部
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
、

警
察
官
の
採
用
試
験
を
し
ま
す
。

■
資
　
格
＝
昭
和
３０
年
４
月
２
日
か
ら

３６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
の

人
で
、
大
学
卒
か
来
年
３
月
ま
で
に
卒

業
予
定
者
。

■
第

一
次
試
験
＝
８
月
１
日
福
岡
市
で

■
受
付
期
間
＝
７
月
１５
日
ま
で

く
わ
し
く
は
筑
後
警
察
署
へ
。

「
テ
ニ
ス
初
心
者
教
室
」

受

講

生

を

募

集

市
庭
球
ク
ラ
ブ
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お

リ
テ
ニ
ス
初
心
者
教
室
を
水
田
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
開
き
ま
す
。

〔開
講
日
〕
硬
式
＝
七
月
十
五
日
よ
り

一
日
お
き
に
七
日
間
、
軟
式
＝
七
月
十

六
日
よ
り

一
日
お
き
七
日
間
。
た
だ
し

月
曜
日
は
休
み
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午

後
七
時
か
ら
九
時
三
十
分
ま
で
。

〔受
講
料
〕
中
高
生
千
円
。
大
学
生

。

一
般
四
千
円
が
い
り
ま
す
。

〔対
象
者
〕
市
内
居
住
者
か
通
勤
、
通

学
し
て
い
る
人
。

受
講
希
望
者
は
、
受
講
料
を
そ
え
七

月
十
二
日
ま
で
に
市
役
所
企
画
課
内
同

ク
ラ
ブ
津
留
事
務
局
長
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
定
員

（各
四
十
人
）
に
な

り
し
だ
い
し
め
切
り
ま
す
。

-5月 の人の動きホ
出 生     54人
死 亡     26人
世帯数   10,680戸

人口計   42,324人

(前月より17人増)

男    20,296人
女        22,028人

｀――― 住民基本台帳から

一

月の交通事故状況

発生件数 25件 (99)

負傷者数 30人 (121)

死亡者数  0人 (1)

◎死亡事故「ゼロ」は

129日 (6月 30日 現在)

※ ()内は 1月 から5

月までの累計です。

筑後

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

定

例

講

座

案

内

人 工呼 吸 法教 え ます ズひを通互

て人工呼口及法の講習会が26日 、午前10時か

ら大谷短大講堂で開かれた 〔写真0〕

この講習会は同短大附属幼稚園 (鈴木政

勝園長)の母親を対象に開かれたもので出

席者は約70人。消防署員の指導で、用手法

呼釦礁生法などのマスターに懸命だった。

この講習会受講申し込みは消防署へ。

空 カ ンは ボ ック スヘ 空力5を写

てないで」と15日 、午後 3時から市役所前

の国道を通行中のドライバーに車に取りつ

けられる空カン収納ボックスの無料配付が

あつた 〔写真0〕  この無料配付は市自家
用車組合、交通安全対策協議会などが実施

したもので、「めいわく交通追放運動」の

一還として行われた。警察官に呼びとめら

れ一瞬緊張したドライバーもボックスを手

渡されひと安心。用意されたボックス100f国

は、またたく間に品切れとなつた。

(5)



カットはグループ「泉」

野 田 勝 子
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昭和57年 7月 1日 339号 広 報 ち く ご

立ゅす
♪

鬱 騨誠角迎

家

庭

と

文

化
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ラ
ケ

ツ
ト
か
ら
は
じ
か
れ
た
シ
ヤ

ト
ル
コ
ツ
ク
が
、
孤
を
描
い
て
、
め

ま
ぐ
る
し
く
飛
び
交
い
、
失
敗
の
た

び
に
歓
声
が
館
内
に
こ
だ
ま
す
る
。

一
見
、
簡
単
そ
う
に
見
え
る
バ
ト

ミ
ン
ト
ン
競
技
だ
が
、
体
力
消
耗
の

方
は
相
当
な
も
の
。

練
習
を
終
え
た
メ
ン
バ
ー
の
顔
に

は
、
大
粒
の
汗
が
光

つ
て
い
た
。

こ
の
号
で
は
、
窓

ヶ
原
公
園
横
の

勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
に
毎
週

一
回
集
ま
っ
て
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
を

と
お
し
て
仲
間
の
親
睦
と
健
康
づ
く

り
に
励
ん
で
い
る

「筑
後
バ
ト
ミ
ン

ト
ン
ク
ラ
ブ
」
の
み
な
さ
ん
を
紹
介

し
よ
う
。

健
康
保
持
を
最
重
点

同
ク
ラ
ブ
の
発

足
は
、
昭
和
五
十

六
年
五
月
。
結
成

後

一
年
足
ら
ず
の

ク
ラ
ブ
だ
が
、
結

成
へ
の
端
緒
と
な

っ
た
の
は
昭
和
五
十
二
年

一
月
か
ら

二
月
に
か
け
て
市
教
委
が
開
い
た

「

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
教
室
」
。
こ
の
教
室

の
参
加
者
だ

っ
た
同
ク
ラ
ブ
最
年
長

者
の
益
村
多
恵
子
さ
ん

（
４．
＝
秋
松
）

ら
が
数
人
の
グ
ル
ー
プ
で
継
続
し
て

い
た
の
を
中
心
に
、
メ
ン
バ
ー
を
集

め
て
新
し
く
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。

同
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
数
は
十

五
人

（男
六
人
、
女
九
人
）
。

役
員
に
は
、
学
生
時
代

（久
留
米

高
専
卒
）
に
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
の
経
験

を
持
つ
脱
サ
ラ
農
業
青
年
の
光
安
勇

生
さ
ん

（
２４
＝
水
田
上
）
を
会
長
に

副
会
長
に
は
自
営
業
の
岡
本
康
弘
さ

ん

（
２４
＝
長
浜
）
、
会
計
に
は
堤
絹

枝
さ
ん

（
２４
＝
久
富
）
を
選
任
。
発

足
と
同
時
に
市

体
育
協
会
に
も

正
式
加
入
し
た
。

明
善
高
で
、

バ
ト
ミ
ン
ト
ン

の
経
験
の
あ
る

中
島
厳
さ
ん

（
２４
＝
熊
野
）
以
外
の

会
員
は
社
会
人
に
な
っ
て
始
め
た
人

ば
か
り
。
こ
の
た
め
同
会
の
運
営
方

針
は
技
術
の
向
上
よ
り
、
メ
ン
バ
ー

の
健
康
保
持
が
最
重
点
。
他
市
町
と

の
交
流
も
し
て
い
る
が
同
程
度
の
レ

ベ
ル
の
ク
ラ
ブ
を
探
す
の
に
苦
労
し

ま
す

（会
長
談
）
と
笑
っ
て
い
る
。

会
員
に
は

「出
席
率
と
歳
で
は
絶

対
に
負
け
な
い
」
と
張
り
切
っ
て
い

る
前
掲
の
益
村
さ
ん
を
は
じ
め
、
「な

か
な
か
上
手
に
な
ら
な
い
が
楽
し
い

で
す
よ
」
と
元
気
い
っ
ぱ
い
の
野
間

口
み
ど
り
さ
ん

（
２３
＝
久
富
）
、
保

育
園
保
母
の
角
京
子
さ
ん

（
２７
＝
上

北
島
）
、
津
村
裕
子
さ
ん

（
２５
＝
久

富
）
、
メ
ン
バ
ー
中
最
年
少
で
ガ
ン

バ
リ
屋
の
野
田
嘉
則
さ
ん

（
１９
＝
常

用
団
地
）

「下
手
で
も
、
け
っ
こ
う

楽
し
ん
で
い
る
」
と
い
う
田
中
康
三

郎
さ
ん

（
２４
＝
停
車
場
）
ほ
か
市
外

在
住
メ
ン
バ
ー
数
人
が
加
入
し
て
い

る
。
練
習
方
法
は
、
ク
リ
ア
、
ド
ラ

イ
ブ
、
ド
ロ
ッ
プ
な
ど
の
基
礎
打
ち

を
中
心
に
混
合
ダ
ブ
ル
ス
の
練
習
な

ど
和
気
あ
い
あ
い
。
課
題
は
指
導
者

（と
く
に
女
性
）
と
会
員
増
、
練
習

場
の
確
保
な
ど
。
定
例
会
は
毎
週
土

曜
日
午
後
六
時
か
ら
七
時
半
ま
で
会

費
月
額
三
百
円
。
加
入
希
望
者
は
定

例
日
に
同
セ
ン
タ
ー
ヘ
。

健
康
維
持
の
た
め
に

運
動
不
足
は
体
力
の
低
下
を
招
き

成
人
病
の
原
因
の

一
つ
に
な
り
ま
す

健
康
を
保
持
増
進
す
る
た
め
に
は

一
日
の
消
費

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
う
ち
、

２００
～
剛
ヵ
ロ
リ
ー
は
運
動
で
消
費
し

ま
し
ょ
う
。　
一
時
間
歩
け
ば
２４０
カ
ロ

リ
ー
、
ジ
ョ
キ
ン
グ
は
３０
分
で
２４０
カ

ロ
リ
ー
、
な
わ
と
び
は
３０
分
で
３００
ヵ

ロ
リ
ー
消
費
し
ま
す
。
週
に
２
～
３

回
、
１
回
に
１
～
２
時
間
の
ス
ポ
ー

ツ
を
す
れ
ば
、
こ
の
目
標
は
か
な
り

達
成
さ
れ
ま
す
。
酸
素
消
費
量
の
大

き
い
全
身
運
動
は
、
心
臓
や
肺
の
働

き
を
高
め
、
毛
細
血
管
を
発
達
さ
せ

酸
素
の
働
き
を
高
め
、
血
中
の
脂
質

濃
度
を
低
下
さ
せ
、
高
比
重
プ
ロ
テ

ィ
ン
を
増
加
さ
せ
て
、
動
脈
硬
化
性

疾
患
の
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。

又
糖
質
代
謝
を
盛
ん
に
し
、
糖
尿

病
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

〔児童向き〕 園なかえよしを「猫
と星のおはなし」 団いわむらかず

お「しっばいしっぱぃなくぷく」

団ハッチンス「お`たんじょうびおめ

でとう/」 団山本まつ子「おにい

ちゃん」 ⑮山下夕美子「にじのす
べり台」 団生源寺美子「ママって
ずる―い」 団小中沢小夜子「妹」

覇谷川健―「北国からの旅人」

〔一般向き〕 団主婦の友社「梅」
畷安部富士男「幼児に土と太陽を」

園大久保忠利「みんなに好かれる話

し方」 鰻内田さつき「ぬぃぐるみ

動物園」 団加藤勝彦「一本の葦に
はあれど」 団辻井喬「深夜の読書」
⑩沢村貞子「私の台所」 ⑩井上靖
「木覺坊遺文」

▽
グ
ル
ー
プ
紹
介
△
⑩

シ
リ
ー
ズ

私
た
ち
の
仲
間

戸
現
後
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
」

日ちくご子ども劇場低学年部例会=
7月 例会は劇団風の子の祭り芝居おヽ

んでこ島風上記「黄金の花が咲いた

とき」の公演です。

会場は、いままでの芝居のわくを

やぶった体育館演劇のため羽犬塚小

学校体育館で開催。日時は7月 7日

(水 )、 午後 6時50分から8時20分ま

で。入場は会員制のため入会金200

円、会費月額700円 です。くわしくは

同劇場 電③-6999へ。
■編集者から=今月は頁数の関係で
赤ちゃん登場は休みます。係では市

民のみなさんに親しまれる広報紙づ

くりにガンバッテいますが、編集に

ついてのご意見、要望などがありま

したらご一報をお願いします。

□ みんなの体力づくり □
保健シリー烈④
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